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最
低
賃
金
の
2
0
0
0
円

実
現
、
物
価
高
騰
を
受
け
て

の
再
改
定
、
26
春
闘
勝
利
を

め
ざ
す
最
賃
ビ
ッ
ク
ア
ク
シ

ョ
ン
を
4
月
9
日
（
木
）
に

厚
生
労
働
省
前
で
4
5
0
人

超
の
仲
間
を
集
め
て
行
い
ま

し
た
。

矢
吹
代
表
は
、
川
崎
市
で

ク
レ
ー
ン
解
体
中
に
作
業
員

5
人
が
死
傷
し
た
事
故
を
取

り
上
げ
、
私
た
ち
国
民
春
闘

に
集
結
す
る
労
組
の
仲
間
が

被
災
し
た
事
実
を
伝
え
、
厚

労
省
の
徹
底
し
た
調
査
と
再

発
防
止
策
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
裁
量
労
働
制
拡

大
の
議
論
を
労
働
者
の
意
見

を
聞
か
ず
に
、
政
府
と
企
業

代
表
を
集
め
た
日
本
成
長
戦

略
会
議
で
議
論
し
て
い
る
こ

と
を
批
判
し
、
労
働
者
保
護

を
第
一
に
論
議
を
進
め
る
べ

き
」
と
訴
え
ま
し
た
。

連
帯
挨
拶
で
黒
澤
事
務
局

長
（
全
労
連
）
は
、
26
春
闘

の
回
答
状
況
を
報
告
し
、「
平

均
8
3
4
6
円
で
全
体
の
4

割
が
1
万
円
を
超
え
る
中
、

ケ
ア
労
働
者
は
5
8
0
0
円

台
に
留
ま
っ
て
い
る
。
放
置

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
厚

労
省
は
危
機
感
を
も
っ
て
対

策
を
講
じ
る
べ
き
だ
。職
場
、

世
論
に
も
訴
え
て
賃
上
げ
を

実
現
し
よ
う
。
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
参
加
組
合
の
代

表
が
マ
イ
ク
を
握
り
、
福
祉

保
育
労
東
京
地
本
・
書
記
長

・
森
潤
さ
ん
は
、
「
ベ
ア
な

し
定
期
昇
給
の
職
場
も
あ
る

が
、
現
状
を
変
え
る
こ
と
が

必
要
と
立
ち
上
が
っ
た
職
場

で
時
給
を
平
均
1
2
0
円
上

げ
さ
せ
た
経
験
を
生
ん
で
い

る
。
公
定
価
格
や
最
賃
引
上

げ
の
声
を
上
げ
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

財
界
と
政
府
が
す
す
め
る

「
定
額
働
か
せ
放
題
」
の
裁

量
労
働
制
拡
大
反
対
や
憲
法

9
条
改
悪
阻
止
を
訴
え
て
第

97
回
中
央
メ
ー
デ
ー
が
5
月

1
日
、
強
雨
の
中
代
々
木
公

園
で
8
0
0
0
人
を
集
め
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
山
代
表

委
員
（
全
労
連
）
は
、
憲
法

9
条
を
読
み
あ
げ
「
戦
争
は

絶
対
に
始
め
て
は
な
ら
い
」

と
強
調
。
平
和
無
く
し
て
労

働
運
動
な
し
と
述
べ
、
平
和

の
た
め
に
努
力
を
続
け
よ
う

と
訴
え
ま
し
た
。

決
意
表
明
に
は
、
佐
藤
豊

さ
ん
（
東
京
土
建
）
は
、
零

細
建
設
業
者
の
支
援
を
求
め

「
消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
廃
止
」
。
渡
邊
京

子
さ
ん
（
国
共
病
院
労
組
）

は
、
職
場
を
去
る
仲
間
が
増

え
て
い
る
実
態
を
紹
介
し

「
医
療
介
護
を
守
る
診
療
報

酬
制
度
の
改
善
」
、
石
塚
和

（
わ
た
る
）
さ
ん
（
建
交
労

東
京
）
は
、
人
手
不
足
が
ま

ん
延
す
る
運
輸
業
界
を
変
革

す
る
た
め
に
「
適
正
運
賃
の

徹
底
と
長
時
間
労
働
是
正
」

に
奮
闘
す
る
と
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。
瀬
尾
真
奈
美
さ
ん

（
東
京
医
労
連
）
が
メ
ー
デ

ー
宣
言
を
読
み
上
げ
、
矢
吹

代
表
委
員
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
の
唱
和
で
式
典
を
終
了
し

ま
し
た
。

三
鷹
市
の
井
の
頭
公
園
で

開
か
れ
た
三
多
摩
メ
ー
デ
ー

は
式
典
開
始
時
に
は
朝
か
ら

の
雨
が
や
み
、
1
3
5
0
人

が
集
結
し
ま
し
た
。
石
村
英

明
実
行
委
員
長（
東
京
土
建
）

は
、
「
高
市
首
相
は
9
条
骨

抜
き
の
改
憲
を
す
す
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
仕
事
は
平
和

で
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
。

暮
ら
し
と
憲
法
を
守

る
声
を
あ
げ
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
原
田
ひ
ろ
み
清

瀬
市
長
も
参
加
し
、

「
街
づ
く
り
の
主
役

は
市
民
。
清
瀬
市
で

も
公
契
約
条
例
の
制

定
に
努
力
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
教

組
、
土
建
、
医
療
労

組
な
ど
か
ら
代
表
が
発
言

し
、
色
と
り
ど
り
の
横
断
幕

や
東
京
土
建
各
支
部
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
一
緒
に
吉
祥
寺

駅
周
辺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行

な
い
ま
し
た
。

【
労
働
政
策
局
】
自
治
体

が
発
注
す
る
工
事
や
委
託

で
就
労
す
る
労
働
者
の
賃

金
下
限
額
を
定
め
る
公
契

約
条
例
は
24
自
治
体
に
広

が
っ
て
い
ま

す
。
都
民
人
口

比
で
59
・
7
％
、

8
5
1
万
人
が

暮
ら
す
ル
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま

す
。
業
務
委
託

等
で
の
賃
金
下

限
額
は
世
田

谷
、
杉
並
、
新

宿
、
渋
谷
、
中

野
、
品
川
、
台

東
の
7
区
で
1

5
0
0
円
を
超

え
ま
し
た
。
世

田
谷
区
は
最
高

額
の
1
6
1
0
円
、
東
京

の
最
低
賃
金
1
2
2
6
円

を
3
8
4
円（
31
・
3
％
）

上
回
る
水
準
で
す
。
最
低

賃
金
1
5
0
0
円
以
上

の
運
動
は
、
限
定
的
と
は
言

え
条
例
制
定
下
で
達
成
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
区
部

平
均
額
は
1
4
7
2
円
と
な

り
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
無
く
す
よ
り

所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

建
設
従
事
者

不
足
の
中
、「
著

し
い
低
い
労
務

費
」
の
締
結
を

禁
止
す
る
法
改

正
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
各

地
の
審
議
会
で

は
建
設
職
人
の

下
限
水
準
の
更

な
る
引
上
げ
を

求
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
足

立
区
で
は
保
育
士
に
対
し
1

0
0
円
加
算
し
て
い
る
状
況

を
介
護
や
看
護
師
に
も
設
定

す
べ
き
と
の
動
き
も
出
て
い

ま
す
。

激
変
し
た
内
外
情
勢

最
賃
増
で
生
活
底
上
げ

現状変えなければ現状変えなければ
２６春闘粘り強く２６春闘粘り強く

ケア労働者が置き去りの打開めざす
（車上中央・矢吹代表）

定価 1部40円（送料別）

公契約条例２４自治体
世田谷は下限額１６１０円

2026年5月15日

産別の垣根を超えた広がりで国会請願デモ

275
（毎月15日発行）

第
９７
回
中
央
メ
ー
デ
ー
強
雨
に
８
０
０
０
人

第
９７
回
中
央
メ
ー
デ
ー
強
雨
に
８
０
０
０
人

平和あっての仕事
三多摩メーデー

戦争のための建設はしない
（土建三鷹武蔵野支部）

大
き
な
力
で
大
幅
賃
上
げ

労
基
法
改
悪
を
止
め
よ
う

『全国２００万署名』
大きな世論でとめよう

憲法９条改憲反対

lapaz@chihyo．jp

「
全
国
一
律
！
サ
ン
バ
Ｄ
Ｅ
サ
イ
チ
ン
」
を
熱
唱
し

会
場
を
賑
わ
せ
た
東
京
医
労
連
有
志


